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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

細胞と音響波の相互作用を可視化するための細胞用コンテナの作製を行った．

実験
Experimental

SU-8を用い，高さの制御されたスペーサーを，カバースリップの表面に同心円状に
作製した．カバースリップ表面にレジストおよびSU-8を所定の回転数にて成膜し，
露光後にレジストの除去をした．図1に作製した細胞用コンテナをレーザー顕微鏡
で観察する様子を示す。

結果と考察
Results and Discussion

おおむね想定通りの作製ができた．しかしながら，現像液とカバースリップの屈折
率が近く，液中の作製物を取り出す際にスペーサー部分に触れたため，大きくSU-8
がはがれてしまった部分があるサンプルが発生した．このような操作における工夫
が必要である．

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

図1 作製したサンプルの計測
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